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論文内容の要旨
本論文は，通信線路における伝送品質の詞刊面法に関する研究の成果をまとめたもので， 1章から構成
されている。
第 l章序論では，通信線路網を構成する平衡線路，同軸線路及び光ファイパ線路について，将来の伝
送方式への適用上の問題点と本研究の目的を述べている。
第2章ではv 平衡線路において，ディジタ Jレ信号に対し電圧的に相加し，符号誤りの主要な原因とな
るパルス性雑音について，その波形特性評価法を述べている。
第3章では，第2章で述べた評価法よりも汎用性の高い方法と して，パルス性雑音の時間幅特性評価
法について述べている。
第4章では，前章の評価法を用いて，実際のインパルス性雑音に関する測定結果を示L，加入者線路
におけるインパルス性雑音の伝送品質に及ぼす影響を評価している。
第5章では，同軸線路による大容量伝送方式に対処するために，エコー雑音の発生要因であるインピー
ダンス不均等に関L，伝搬波の反射特性に着目 した等価回路表示法を示している。
第6章では，同軸線路の低損失化を図るため，誘電体文は磁性体を装荷した線路を考案し， 理論解析
の結果を示L，種々の検討を加えている。
第7章では，単一モード光7ァイパ線路における伝搬光について，偏光状態に及ぼす振動性外力の影
響を理論的に解析し，その結果を示している。
第8章では，単一モード光ファイパ線路からの出射光の偏光状態変動を制御する手法とその制御効果
の評価について述べている。
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第9章では，コヒーレント光伝送方式に対する光ファイパ線路の伝搬光の評価法について考察し，単
一モード光ファイパにおける伝送品質を評価しているO
第10章では，コヒーレント光伝送方式に対する偏波保持光ファイバ線路の伝搬光の評価法について考
察しているO
第1章は結論で，本研究で得られた成果を総括して述べている O
論文の審査結果の要旨
本論文は，将来の伝送方式に対処するために，平衡線路，同軸線路及び光ファイパ線路における伝送
品質の評価法に関する一連の研究をまとめたもので，以下の成果を得ている。
(1)平衡線路において，ディジタル信号伝送上，符号誤りを起す主な要因となるパルス性雑音の評価法
として，波形特性評価法と，より汎用性の高い時間幅特性評価法を提案し，実験によりその有効性を確
認、しているO
(2) 同軸線路による長距離大容量伝送方式に対処するため，エコー雑音の発生要因であるインピーダン
ス不均等を等価回路表示できることを明らかにするとともに，新しく，内部に誘電体及び磁性体を装荷
した線路を考案し，減衰歪を低減するための条件を求めている。
(3) 単一モード光ファイパ線路を用いたコヒーレント光伝送方式における最小受光電力と偏光係数，コ
ヒーレンス度，符号誤り率及び伝送速度の関係を明らかにし，単一モードファイパ線路における伝送品
質の評価法を確立している O
(4) 偏波保持光ファイパ線路を用いたコヒーレント光伝送方式における最小受光電力は続流係数，コヒー
レンス度，符号誤り率及び伝送速度の関数として表し得ることを示し，また，温度変化によるコヒーレ
ンス度の低下と許容モード結合分布の関係を明らかにし，偏波保持光ファイパ線路における伝送品質の
評価法を確立している O
以上のように，本論文は各種の通信線路により，将来の高度な通信系を構成するための種々の課題に
対して，多くの重要な知見を得ており，通信工学，特にコヒーレント光通信技術の発展に寄与するとこ
ろが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める O
